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第 2120 回例会  平成 31 年 6 月 17 日（月曜日）第 31 号  

 
本日の例会 ６月１７日（月）    第 2 例会 

● ソ ン グ 『 奉仕の理想 』 

● 年度末会長挨拶  金子 勝信会長 

● 本日の献立 フランス料理ブッフェ 

次回の例会 ７月１日（月）    第２例会 

● 佐井 昌義会長挨拶及び方針説明 

● 浅野 光男幹事  

● 国際奉・R 財団 : 岡本 慎一会長ノミニー  

● クラブ奉仕 : 佐藤 三千秋副会長  

● 出席・情報・親睦活動 : 小川 高弘委員長 

前回の例会 ５月２０日（月）    第２例会 

● ゲスト 

 

 

日本国際飢餓対策機構  

         近藤 高史様 

鈴木慶一ガバナー補佐 

加茂次也ガバナー補佐エレクト 

岩橋会員のご友人 久武なおみ様 
会 長 挨 拶          会長 金子勝信 

皆さんこんにちは。 

 本日は、６月最初の例会ですが今年度の例会も残

すところ、来週１７日の年度末挨拶のみとなりまし

た。 昨日は、東輪会新旧会長幹事会に尾崎幹事、

細川実行委員長、ならびに佐井次年度会長、浅野次

年度幹事と出席してまいりました。 

 例年のことながら、今年度の会長幹事の皆さん

は、なごやかな雰囲気で互いの労をねぎらって、名

残惜しい感じでしたが、次年度の会長幹事の皆さん

は、これから始まる１年間に備えて、心なしか緊張

感に包まれているような気がいたしました。昨年の

今頃は、私もそうだったなと思うと少しなつかしい

気がいたしました。 

 さて、６月はロータリー親睦活動月間です。当ク

ラブにおきましては、先週６日に、佐井次年度会長

のご好意で、次年度に向けての食事会が中華の名店

大東洋で開催されました。台湾の日本在中の総領事

もお越しになるなど、すばらしい会となりました。

次年度に向けての会員の親睦を図る大変よい機械と

なりました。佐井会長本当にありがとうございまし

た。 

 また、本日は後ほど、当クラブの国際奉仕プロジ

ェクトである、ケニアのシープケアにおけるバスプ

ロジェクトの総括を岩橋会員に行って頂く予定で

す。岩橋会員どうぞ宜しくお願い致します。 

幹 事 報 告          幹事 尾崎 元 

1.本日、例会終了後、新旧クラブ協議会を５階、コス

モスの間にて開催いたします。鈴木慶一ガバナー

補佐と加茂次也ガバナー補佐エレクトにはご出席

の程よろしくお願い致します。 

今年度委員長各位は今期報告書を、次年度委員

長各位は次年度計画書の発表を宜しくお願い致し

ます 

次年度概況報告書及び計画書に記載いたします

ので、クラブ協議会終了後には幹事にご提出をお

願い致します。クラブ協議会終了後、新旧理事会が

御座います。理事役員の皆様には引き続きよろし

くお願いいたします。 

2.次回は本年度最終例会となります。多数のご出席

をよろしくお願いいたします。 

出 席 報 告          小川 委員長 

本日の会員数 １８名 

本日の出席者数 １４名 

本日の出席規定適用免除会員 １１名 

本日の出席率 ８８．２４％ 

４月８日の修正出席率  １００．００％ 
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  例 会 日 毎 週 月 曜 日 １２：３０～ 

  例会場所 シェラトン都ホテル大阪３Ｆ 

  事 務 局 東大阪市小阪本町 1 丁目 5－14 

〒５７７-０８０２ 小阪本町ロイヤルハイツ 405

号 

 TEL：０６－６７５３－８８２３ 

 FAX：０６－６７５３－８８２６ 

 E-mail：jahcrc@gmail.com 

   

BE THE INSPIRATION 
インスピレーションになろう 

2018～2019 年度 国際ロ タリ 会長 バリー・ラシン



シープケアセンターのバス事業支援報告

　いつもハンガーゼロの活動をご理解、ご支援頂き感謝申し上げます。
ケニア・ナイロビのスラムにありますシープケアセンター（幼稚園～中学
まで全校生約700人）が、いつまでも外部からの資金協力を受け続けるの
ではなく、経済的にに自立していくために「バス事業の自立運営」を目指
し、大型バス購入の支援を東大阪中央ロータリークラブ様により頂き、
2016年から5カ年計画でバスプロジェクトが始まりました。2018年の
バス事業収支報告がシープケアセンターより届きましたのでご報告致し
ます。（下記参照）
　バス購入のローン（170,494円/月）が2020年4月まで続くため、2018
年は収支的には年間で86,050円の収益に留まりましたが、毎月のローン
が終了すればその分が学校給食や教師給与のために用いられます。
　 今後も順調にバス事業が進みますよう引き続きお見守り頂き、5年間の
支援終了の折には、ぜひ東大阪中央ロータリークラブの皆様でシープケ
アセンターをご訪問、ご視察頂ければと願っています。

2019.6.10(月)  ハンガーゼロ 総主事  近藤 高史

ナイロビ市内の地図

シープケアに続くスラムの道

卒業式の様子

トタン葺きの小学校校舎

大型バスと運転手(51人乗り)

バス事業の開始（ハンガーゼロ機関誌より）


